
青水増事業報告 第13号 (1984)

ホタテガイ垂下養殖後発地域に
お け る 実 証 試 験 一 ･Ⅰ
今別町西部漁協-その2

* *
田中 俊輔 ･川村 修蔵 ･小鹿 豊治

1)
本報告の一部 (56年 7月30日-57年10月15日)は既に概要を報告したので､ここでは57年10月15日

から58年 6月16日の取り揚げまでの状況を述べたい｡

材 料 と 方 法

1.詞険期間 :56年 7月30日-58年 6月16日

2.試験項目､試験漁場､養殖施設の設置､供試ホタテガイについては前報告と同じ｡

結 果

(養 殖 管 理)

前報で報告したように､篭交換時 (57年10月15日)の成長を比較すると､A､B群とも､パールネッ

ト収容群)丸篭収容群となった｡そこで､篭交換以後はパールネットを使った群 (A-1･-1､A-

2-1､B-1-1､B-2-1)を主体として試験を続行 した｡なお､一部分は丸篭に移 した群

(A-1-2､A-2-2､B-1-2､B12-2)とし､残りは入れ換えをせずに再垂下 した

(A-1､A-2､B-1､B-2)0

ホタテガイ垂下養殖管理行程を第 1図に示す｡

第 1図 ホタテガイ垂下養殖

管理工程*今



篭交換後の底玉補充などの施設管理は､取り揚げまで小鹿氏に委託したが､取り揚げ時における施

設の張り具合や､底玉の個数､幹綱ロープの海藻類付着状況から推定 して､頻繁に施設を揚げてい

たようではなく､設置場所の水深が177nと浅いにもかかわらず､養殖篭が海底に着いた様子はなかっ

た｡
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第 1表 取り揚げ時における調査貝の経歴別測定結果 (58年6月16日)

調査貝a)経惟 調査 した連数､篭の 収 容個 数

坐生 貝 正. 】個 殻 長 I殺 高 殻 巾全重量 殻 重 皇 軟体部重量種野jと段数 個 柄 異常貝 nTM

hrh nn g 9 F一 gA 1丸 1連 82I 78i lE常貝異常Eま 77】l 1 98.5土12.192.6i 93.8土10.789.0 24.7士 3.423.0 103.0±二33.275

55.2士17.1f 41.1 35.6±二15.625.1 .A 1 1 ノ1ヾ連×10段 80lIIlll 75I LF-常貞異常艮 732】 上00.2士11.882.3】 96.7土10.985.1 25.6土 3.221.1 ･

12.8j34.81i 57.8士16.771.5 ㌦ 6.6 ‥ go:44i13■3 量A 一1- 2 丸 1連 801Il731仁常只異常只i 71き2I111.9土11.961.5∫ 105.7土10.493.7 盟.8士 3.993.0 156.4

土43.325.0 巨 3.3士19.33lOl.5 1 57.Oj=17.O ‡IFi35.2 itA 2 ノ1ヾ連×10段 [85il72!LT-:常只‡異常 上! 72oi! 91.2土14.1 88.Oil2.21 22.7士 3.61 8
1.9i-32.1Il】‡十! .2.4il5.9tlI I王I1E 22.3jlO.8 iI -iIiA- 2- 1 /(1連×10段 79 74 捕 貝 き+∴ ∴ 74 i l

O5.2士 11.7o l 100.牡 9.9i 25.8士 3.0 l122.9iI33.8i】ill一

三4.3十 4;ir4.｢iA 2- 2 lI丸 1連 79 77 l】 I 29.4土 2.2 r - -一-一一一---一一 ----1IlI常 只 lIlI異常 只 ii 77 !【O

至I 119.7士 8.4 ! 113.6士 7.7102.9iJ 1.4 193.7j:34.3iI【_⊥ 91.9jl7.7!II.室 75.Oj-14.O 】f3 - 1 丸 1連 97 90 i'f''-常 畑一 二 l I

I90 !fio iiI 107.6土 13,2 26.6士 4.2 I132.2士41.3≧】i-1 67.2_+2081Ii｢ 46.7±17.011lI一i1R- 1'- 1 ノヾ1連×10段 79 6 9 - 十 6!賄 貝 十 3 105.9士 11.998.1

土11.1 leo.9土10.494.8士10.8 節.4士 3.3t24.牡 3.5I134.9土37.2. 66.Oi17.8∃t･W.2士34.p81 55.- 16.3i 48.8土16.036.7土16.0lう- 1- 2 丸 1連 81 7

6 蛸 貝 iII異常貝 724117.6±10.11(浴.1 110.9土 8.9103.4 30.2士 2.928.7 179.4士38.9146.8 I84.2i17.6i75.2 ll 69.5士16.553.9J3

- 2 /ヾ1連×10段 78 75 lt常員異常貝 I 74Il】101.8± 9.6121.2 98.Oj=8.3114.1 24.7士2.429.3 100.9土25.7163 61.7土13.780.2 34.1士 9.945.0r1- 2- 1 ノヾ1連×10段 76 65 蹄 貝 i異常貝 l569 110.5土12.1105.3士 8.6 1(旭.9土11.1102.位士二8.7 27.2士 3.226.5士 2.8 156.OiT41.4142.6土37.9 7



良 宛 貝

貝 柱 中 腸 腺 そ の 他 軟体部重量 .X.9(%) 異常貝出 個 殻 長 殻 古 殻 巾 殻 重
重 異常貝出 へい宛萌 罷 9 電萌 g g 貝 柱 中 腸腺 その他 現率 % Jr

Jr 同qM hlM 9 現率 % 率 %16.6土 7.610.7 3.4土 1.51.9 15.6土 7.312.5 1,34348.2) 283(10.1) 1,163(41

.7) 1.3 401 70.7 70.1 04.919.5土 6.8f8.6 4.3土 1.24.6 16.9士 5.98.5 1,44848.2) 335(ll.1) 1

,222(40.7)" .7日】】 77.7 F _3 20.9 20.0 6.3I29.8士 9.716.2 5.7土 1.63.6 21.7士 6.3 2,140(52.1) 450(10.9) 1,

520(37.0) 2.9】 】i .7lト o 71.5 70.0 17.7 29.1辛 0I1 8.89.9士 5.31JI 2.l上 o.9 10.2土 4.9 725

(44.9) 165(10.2)I 723(44.9)i 0i 13065.2士 9.9 63.5士 7.2I 0 15.3j21.9.- 7.6Ili! 4.4士 1.5 18.2士 6.4 1,u2i 317(49.4) (9.6) 1,356書 ol(41.

0)irJ1 i 3.84.6【i2i87.4 ?83.388.6 18.619.6 40.443.5 40.0】1 llli 6.3iiIi37.3士 7.3 7.9± 1

.6 a).8士 6.5 3,611(55.8) 543(8.4) 2 ,318(35.8)! 0 2079.4i1 l80.4I 事 】O巨2.5ー【i⊥23.9士 9.2[ 4,:3=土 1.6

18.8土 7.2 2,(泊5(52.2) 318(7.9) 1,602(39.9)i oi】i 7!79.30 79.1 18.6 35.7･⊥ 0l】7.2lト -一-12.7ーZ3.1土 8.017.

2j=8.4 4.5土 1.33.7士 1.3 21.1土 7.915.8士 6.8 1,480(48.1) 295(9.6) 1,305(42.3) [ 618.8室】i 4 83.488.1 78.8

84.6 40.034.7土 8.9i256 6.5士 1.55.8 I25.5士 一7.422.5 2,570(50.1) 4SK)(9.6) 2,070(40.3) I5.3 50 86.5 82.5 0 6.2

1辛1上 5.吐 5.122J 3.7土 1.02.7 14.8士 4.620.2 1,(泊4(47.0) 118(5.1) 1,116(47.9) 1.4 21 85.387.4 80.785.0 20.018.8 41.544.2 33.3 ●3.8IⅠiZ7.9土 8.824.5士 9.941.8土 8.4 5.3土 1.75.7土 1.98.2士 1.4一lZi.9± 6.722.1士 6.631.6士 6
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第2蓑 今別西部漁協水揚げ状況 (1983年)

.地域 取りあげ月 ' 日 規 格 別 生 産 量 kg覚L M■ S ESA ESB ESC ESD ESE

ESP (ミニ貝)今別西部漁協 6月24日-6月30日7月1日-7月15日7月16日-7月31日8月1日-8月20日 9301,6812,010 6,1207,89110,202 10,7108,6678,802 8,3405,4115,740 2,290-2,5802,6011,728 1,5401,6111,2511, 2,120828819 570670576 60200

171 8,2801,5500117

17,960 14,045 195 45合 計 7,餌2 39,102 36,760 24,955

9,199 5,158 4,206 1,851 441 9,947% 5.

5 28.2 26.4 17.9 6.6 3.7 3.0 1.3 0.3 7.1呆一汁陸奥湾内漁協計 6月後 期7月 前期7月後 期8月 前期 0000 0000 000058,00091,00041,00031,000181,00062,00012,000ll,500 52,00018,5004,0002,000
22,000ll,0003,(氾02,000 5,0001,000.00 000

0 0000合 計 0 0 0221,0002

66,500 76,500 38,000 6,000 0 0% 0 0 036.3 43.



規 格 別 単 価 円/kg 合 計 金 額kgX円/kg円 備 考L M S ESA ESB ESC ESD ES

E ESP ミニ月390 380410 400430 420 370390･410 360380400 350370390 340360380 330350370 305325345 280300320 200200200 13,524,752ll,694,03013,100,18017,764,900

平均402円/勿平均6

0円29銭/価540 70

56,083,862310317338330 290306328318 272304318310 262291308300 235280 91,553,00056,924,00019,990,00015,107,000 平均3

02円/勿平均 .4

0円52銭/個ー

1,83



(成 長)

取り揚げ時のホタテガイ測定結果を第1表に､ホタテガイの成長と生残率の推移を第 2図に示す｡

第2回分散から篭交換までの成長は､パールネットを使った群 (A-2､B-2)が丸篭を使った

群 (A-1､B-1)を上まわった｡しかし､篭交換後の成長は､第1表､第2図に示したように丸

篭に収容したA-2-2群､B-2-2群が良く､A-2群､B-2群の約2倍の全重量を示した｡

(生 残 率)

成長の良いA-2-2群､B-2-2群のホタテガイは､いずれも今迄センターが陸奥湾内で垂下

養殖実証試験をした時に見られた程度の生残率82.8%､94.9%が得られた｡

ま と め

養殖管理の種類は､全部で12種類実施したが､本試験の結果､今別町西部漁協管内では､下記の養

殖管理工程が適していることがわかった｡

椎貝採取

｢100-50個/パ
p 第 1回分散 第 2回

分散10月 上 旬 3月

中 旬10-20個∠∠｣ L8-10個/パ

篭 交 換

10月8個/丸

6月-8月販 売今別西部漁協管内のホタテガ イ養殖漁場は､陸奥湾内養殖漁場に比較

すると漁場環境の厳 しさがあるが､センターが今迄に陸奥湾内で実施してきた養殖管理工程で十分に

成貝を作ることができる｡但し､収容個数､分散時期は､陸奥湾の養殖管理工程とほぼ同様であるが､用いる養殖篭の種類

の使い方に注意を要する｡今別湾におけるホタテガイの周年歩留り (未発表)､養殖管理工程を

検討したが､残された問題として､養殖施設に付着する海藻類､イガイ類の付着時期を検討し､施設の安定や作業の省

力化を進める必要がある｡参考までに､今別町西部漁協が､5畠年6月24日-8月20日までの間に販売したホタテガイの規格別

2)生産量および､陸奥湾内漁協が6月後期-8月前期の間に上場したホタ

テガイの規格別生産量を第2表に示す｡今別西部漁協ではホタテガイの成貝出荷を目的として養殖を行った

結果､ESA以上が全体の78.0%を占め､価格は402円/ky､60.29円/個となった.一方､陸奥湾

内漁協では､ESA以上が全体の36.3%にすぎず､価格は302円/ky､40.54円/個となり

､今別西部漁協に比較 して約100円/ky､

20円/個の安値であった｡漁場条件が悪く､垂下養殖の経験も新しくそのために養殖資材が十分

にない場合は､今別西部漁協にみられるように､できるだけ単価の高いホタテガイを生産 してい

くべきで､このことは､今別町西部漁協だけでなく､限られた漁場を持つ陸奥湾漁民にもあてはまると言え

る｡参 考 文 献1) 田中 俊輔他 (1982):青水増事業概要

､ 12､116-1192) 青森県漁連 (1983.6-8):ホタ




